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謹んで新年のご祝詞を申しあげます 

旧年中は格別のご厚情を賜り 

有り難く御礼申し上げます 

本年も変わらず御指導ご鞭撻を 

お願い申し上げます 

平成三十年元旦 

大動物事業部 

＜12 月の相場動向＞ 
12 月の牛枝肉相場は和牛去勢 A5 が前月比 90 円高の 2,942
円（前年同月比 35 円安）、A4 が 148 円高の 2,676 円（同
17 円安）、A3 が 219 円高の 2,435 円（同 2 円高）、A2 が
299 円高の 2,188 円（同±円）となった。交雑牛去勢 B4 は
168 円高の 1,820 円（同 120 円安）、B3 が 151 円高の 1,584
円（同 175 円安）、B2 が 82 円高の 1,257 円（同 195 円安）
となり、和牛・交雑牛とも前月をさらに上回る相場となっ
た。年末需給が高まる時期に全国的に出荷頭数が少なく、
早めの手当て買いが集中したことなどで急伸する相場動向
となった。 
 
和牛去勢 日別相場表（12 月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交雑去勢 日別相場表（12 月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
和牛去勢月平均    前年同月比    前月比 
A5 2,942 円       98.8%    103.2% 

A4 2,676 円        99.4%       105.9% 

A3 2,435 円       100.1%       109.9% 
A2 2,118 円       100.0%      116.4% 
 
交雑去勢月平均    前年同月比    前月比 
B4 1,820 円             98.8%        110.2% 

B3 1,584 円         90.1%       110.5% 

B2 1,257 円          86.4%       107.0% 
 
乳牛去勢月平均       前年同月比    前月比 
B3   上場なし 

B2 1,031 円        116.0%        100.5% 
 
＜1 月の全国出荷頭数予測＞ 
農畜産業振興機構によると、1月の出荷予測頭数は、3.1%

減の 7 万 5,900 頭と予測。品種別にみると和牛は 4.0%減の

3 万頭、交雑種は 0.5%増の 1 万 8,100 頭、乳用種が 4.7%減

の 2万 6,600 頭としている。 

東京食肉市場の１月と畜頭数は 6,600 頭を予定しており

ます。 

＜1月の牛枝肉相場見通し＞ 

年明けは長期の休市明けなこともあり、補充買いなどで

堅調な相場が見込まれる。しかし、毎年のことながら年末

年始の家計出費などの影響による末端の消費減退などが懸

念され、在庫状況や補充買い後の相場動向については、緩

やかに下げに向かう相場展開が予測される。 

 

 

＜1 月の牛肉輸入量予測＞ 
財務省の貿易統計による11月の牛肉通関量は前年同月比

4.9%減の 4万 1,544t と前年を下回った。内訳は、チルドは
4.0%増の 2 万 1,990t、フローズンは 13.3%減の 1 万 9,554t
となった。 
農畜産業振興機構による１月の牛肉輸入数量予測では前

年比 21.8%増の 4万 2,300ｔと予測している。内訳ではチル
ドは、主に出荷頭数の増加を背景に米国産の輸入量の増加
が見込まれるため、過去5年平均を大幅に上回る2万1,000t
を超えて推移すると予測している。11 月から 1 月の 3 カ月
平均でも前年比で 10%増加している。フローズンは在庫を調
整する動きが見られるものの 1 月は 2 万 1,200t、3 カ月平
均で 2万 2,000t 台に留まると予測している。 
 

輸入牛肉通関量 11 月 前年同月 前年同月比 

 

チルド 

豪州 9,942 10,340 96.2% 

米国 11,072 9,759 113.5% 

その他 976 1,047 93.2% 

合計 21,990 21,146 104.0% 

 

フローズン 

豪州 11,346 13,795 82.2% 

米国 6,669 6,170 108.1% 

その他 1,539 2,591 59.4% 

合計 19,554 22,556 86.7% 

単位：t             出典：食肉速報  

 

小動物事業部  
食肉流通統計によると、11 月の全国と畜頭数は 146 万

7,531 頭（前年同月比 100.4%）となり前年に比べ微増し

た。 

また、11 月分の豚肉通関実績は、総量で 8 万 5,274t (前

年同月比 111.7%)と前年同月から増加となった。うちチル

ドが 4万 559t（同 134.6%）で内訳は、米国が 2万 1,808t

（同 125%）、カナダは 1万 7,697t（同 150.9%）、メキシ

コが 1,049t(同 108.6%)となった。フローズンは 4 万

4,715t（同 96.7%）と前年を下回り、デンマークが 9,306t

（同 74.2%）、スペインが 8,356t（同 118%）、メキシコ

が 6,431t（同 103.4%）、米国が 4,585t（同 79.3%）、カ

ナダが 3,601t（同 112.9%）となった。 

 

＜12 月の豚取引の推移＞  

上旬の全国と畜頭数は 1日あたり 6 万 8,200 頭と前年

を下回る頭数となり、当市場においては平均 786 頭であ

った。12 月に入り、鍋物商材の需要は増加傾向となり、

引き続きバラは堅調な荷動きを見せている。一方、カタ

ロースは前月に比べると良化傾向にあるものの、例年に

比べると荷動きは鈍い状況が続いた。 

 

中旬の全国と畜頭数は 1 日あたり 6 万 9,575 頭と前年

をやや下回った。 

師走も半ばに差し掛かり、本格的な冬を迎えているが、

季節的な需要増加によって、バラ、カタロース、ひき材

などには荷動きがみられた。18 日には 50 円を超える上げ

幅をみせ、その後 600 円台の相場展開となった。 

 

下旬の全国と畜頭数は 7万 6,120頭と前年を上回った。 

全国と畜頭数は正月休みを前に出荷頭数が増加傾向とな

り 7万頭を上回る頭数が続き 25 日、26 日には 8 万頭を上

回った。 

 

＜1月の豚枝肉相場見通し＞ 

農水省による1月の全国と畜頭数は、143万4,000頭（前

年同月比 103%）と予測しており、一日当たりの頭数は約

7 万 5,000 頭（19 日稼働）と見込んでいる。当市場の 1

月の集荷予定頭数は 1 万 7,000 頭となっており、一日当

たりでは約 944 頭の見込みである。 

また、農畜産業振興機構によると 1 月分の豚肉輸入見

込数量は、総量で 7 万 4,300t（前年同月比 98.1%）の予

測となっている。内訳はチルドが3万 2,400t（同 107.3%）、

フローズンは 4 万 1,900t（同 92.1%）の予測である。                                                                      

10 月における豚肉推定在庫量は、国産品が 1 万 4,878t
（前年同月比 84.7%）、輸入品は 15 万 2,139t（同 104.1%）
となり合計 16 万 7,017t（同 102%）となった。推定出回
り量は 15 万 9,838t(前年比 106.6%)で前年を上回った。
うち国産品は 7 万 7,739t（同 104.5%）輸入品は 8 万
2,100t(同 108.8%)であった。国内生産量は 7 万 7,449t。 

 昨年12月の全国と畜頭数は中旬に至るまで7万頭を割
る日が続いた。下旬には 7 万頭後半から 8 万頭台とな
った。相場の乱高下が激しく、最終週には一時的に 400
円台まで下降した。12月の東京市場上物相場平均は税
抜き527円となり前年同月と比較すると30円高となっ
た。  
1 月上旬は正月休みの間に出荷されなかった豚がス

ライドしての出荷となる為、7 万頭台後半の出荷とな
り、後半にかけて 7 万頭を割ることが予想される。産
地によってはいまだ終息しない PED の影響や、寒波に
よる増体の遅れにより、さらに下回ることも予想され
る。 
需要においては例年通り鈍ることが予想される。年

末年始の出費の反動で消費者による節約志向が強まる。
一方、学校給食再開によりスソ物の動きが良化するが、
ロース の需要は期待できない。 
例年であれば上旬は補充買いにより強めの展開とな

り中旬から下旬にかけて 400 円台の相場展開となるこ
とから当市場の 1 月の加重平均は上物価格で 480 円前
後、中物価格は 460 円前後と予測する。   

           
豚 日別相場表（12 月）   

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

和牛去勢 価格予測 交雑去勢 価格予測 

A5 2,800～2,900 B4 1,650～1,750 

A4 2,450～2,550 B3 1,450～1,500 

A3 2,100～2,200 B2 1,200～1,250 

A2 1,950～2,050   

乳牛去勢    

B3 1,150～1,200   

B2 1,000～1,100   

上旬 全国と畜頭数 上物価格 中物価格 上場頭数 

1 日 68,000 605 575 934 

4 日 66,400 603 564 807 

5 日 69,300 605 573 798 

6 日 68,600 601 567 738 

7 日 69,500 595 558 712 

8 日 67,400 590 556 771 

9 日  561 524 745 

中旬 全国と畜頭数 上物価格 中物価格 上場頭数 

11 日 66,200 541 517 971 

12 日 67,500 552 511 762 

13 日 67,400 548 518 770 

14 日 70,900 544 516 715 

15 日 69,900 573 560 883 

18 日 70,000 627 620 825 

19 日 71,900 654 631 829 

20 日 72,800 634 607 723 

下旬 全国と畜頭数 上物価格 中物価格 上場頭数 

21 日 75,200 622 572 794 

22 日 76,200 606 568 909 

23 日  560 517 827 

25 日 80,900 495 446 1,085 

26 日 80,600 489 447 1,027 

27 日 67,700 474 444 1,040 

28 日  535 445 882 

B4 

B3 

B2 

出荷者の皆様へ 

ＰＥＤをはじめとする様々な病気を予防するため、防疫体

制を強化しております。生体車の消毒など、衛生担保のため、

引き続き皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 
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